源氏物語 

東屋 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



ありし 世の 霧 来て 袖 を 濡らしけ り わり 

なけれ ども 宇治 近づけば (晶子) 

ひたちの かみ 

源 右 大将 は 常 陸 守の 養女に 興味 は 覚えながら も、 し 

つくば しげや ま 

いて 筑 波の 葉 山 繁山を 分け入る の は 軽々 しい ことと 人 

の批議 する のが 思われ、 自身で も 恥ずかしい 気の され 

る 家で あるた めに、 はばかって 手紙 すら 送りえず にい 

た。 ただ 弁の 尼の 所から は 母の 常 陸 夫人へ、 姫君 を 妻 

かおる 

に 得たい と 薫が 熱心に 望んで いる こと を たびたび ほ 

のめ かして 来る ので あつたが、 真実の 愛が 姫に 生じて 



をさせる だけで いいので あると 思い、 明け暮れ 夫人 は 

姫君 を 大事に かしずい ていた。 守も賤 しい 出身で はな 

しんせき 

かった。 高級 役人であった 家の 子孫で、 親戚 も 皆よ く、 

財産 はすば らしい ほど 持 つ ていたから 自尊心 も 強く、 

生活 も 派手に 物 好み を 尽くして いる 割合に は、 荒々 し 

い 田舎め いた 趣味が 混じって いた。 若い 時分から 陸 奥 

などと いう 京から はるかな 国に 行って いたから、 声な 

どもそう した 地方の 人と 同じような 訛 声の 濁 リを帯 

びた ものに なり、 権勢の 家に 対して は 非常に 恭順に し 

すき 

て 恐れ かし- J む 態度 を とる 点な ど は 隙の な い 人間 の よ 

うで も あ つ た。 優美に 音楽 を 愛する ような ことに は 遠 



常 陸 夫人 は 多くの 求婚者の 中で これ は 人物に 欠点が 少 

ない、 結婚 すれば 不幸な 娘に よく 同情 もす るであろう、 

風采 も 上品で ある、 これ 以上の 貴族 は、 どんなに 富に 

寄りつ く 人 は 多い としても、 地方 官の 家へ 縁組み を 求 

める はず はない ので あるから と 思い、 姫君の ほうへ そ 

の 手紙な ど は 取り次いで、 返事 をす る ほうがよ いと 認 

める 時には、 書く こと を 教えて 書かせな どして いた。 

夫人 は ひとりぎめ をして、 守 は 愛さないでも 自分 は 姫 

君の 婿 を 命が けで 大事に してみ せる、 姫君の 美しい 容 

姿 を 知ったなら、 どんな 人で あっても 愛せずに はおら 

れ まいと 思い立って、 八月ぐ らいと； & 人と 約束 をし、 



の 女房 をして いる 関係で、 恋の 手紙な ども 取り次がせ 

始めた ので あつたが、 守に 直接 逢った こ ともないの 

だった。 

仲人 は あつかましく 守の 住居の ほうへ 行って、 

「申し上げた い ことがあ つ て 伺いました」 

と 取り次がせた。 守 は 自分の 家へ 時々 出入りす ると 

は 聞いて いるが、 前へ 呼んだ こと もない 男が、 何の 話 

ふきげん 

をしょう とする ので あろうと、 荒々 しい 不機嫌な 様子 

を 見せた が、 

「左 近 少将さん からのお 話 を 取り次ぎます ために」 

と 男が 言わせた ので 逢った。 ：i: 人 は 取りつ きに くく 



さすがに その 望み も 貫徹され ず、 あまり 好意 を も 持た 

れぬ 一 段 劣った 婿で 出入り をされ るの はよ ろしくない 

とま あこん な ふうな 忠告 を ある 人が したの だそう です _ 

それ は その 人 だけでなく 何人と なく 皆 同じ こと を 言つ 

はんもん 

たそうで、 少将さん は 今 どう すれば いい かと 煩悶 をし 

て おられます。 初めから 自分 は 実力の ある 後援者 を 得 

たいと 思って、 それに 最も 適した 方と して 選んだ 家な 

の だ。 実子で ない お嬢さんが あるな どと は 少しも 知ら 

なかった の だから、 初めからの 志望 どおりに、 まだ 年 

のお 若い 方が 幾人 かい らっしゃる そうだから、 そのお 

一 人との 結婚のお 許しが 得られたら うれしいだろう、 



な - ^ うど 

仲人 は うれしく 思 つ た。 

「そんな ことまで もお 考えになる 必要 は ございません 

でしよう。 少将さん のお 心 は、 お母様 はとに かく、 お 

嬢さん のお 父 様お 一 人のお 許しが 得たい と 願って い 

らっしゃる のでして、 お 年 は 若くても 御 実子のお 嬢 様 

で、 たいせつに あそばして いらっしゃる 方と 御 結婚の 

御 同意が 得られます ことで 十分 満足され る ことで しょ 

う。 御 実子で ない 方と 連れ添って、 まがい 物の 婿の よ 

うになる こと はした くないと 仰せに なりました。 人物 

はまこと にご りっぱで、 世間の 評判 もたいした 方です 

きんだち 

よ。 若い 公達と いいましても、 あの方 だけ は 女に 取り 



うれしくな いこと もな さそうな 表情 をして 聞いて いた- 

大臣になる 運動費で も 出そうと 言った こと だけ は あま 

もうそう 

りな 妄想で あると おかしかった。 

「それにつ いて 奥さんの ほうへ は 話して 来た かね。 奥 

さんの 考えて いた 人と 別な 人と 結婚 をしょう というの 

だからね。 私の 利己主義から そうな つたな どと 中傷 を 

する 人 も あるだろう から、 この こと は どんな もの だか 

ね」 

少し 躊躇 する ふう を 見せる の を 仲人 は 皆まで 言わ 

せずに、 

「そんな 御 心配 は 無用です。 奥さん だって 今度のお 嬢 



こうちぎ たけ 

れいな 髪の 持ち主で、 小 桂の 丈と 同じ ほどの 髪の すそ 

はふ さやかであった。 その 髪 を ことさら 賞美して 撫で 

まわして いる 守であった。 

「家内が ほかの 計画 を 立てて いた 人 を わざわざ 実子の 

婿に せず ともい いと は 思った が、 あまりに 人物が りつ 

ばな もので、 われもわれもと 婿に 取りたがる というの 

を 聞いて、 よそへ 取られて しまう の は 残念だった から」 

な - ^ うど 

と、 あの 仲人の 口車に 乗せられた 守の 言って いるの 

も 愚かしい 限りであった。 

は で しゅうと 

左 近 少将 もこの 派手な 舅 ぶりに 満足して、 夫人の 

ほう もやむ をえず 同意した ことと 解釈 をし、 以前に 約 



いらせて いただい ていて は どんな ものでしょう。 人 

目につか ぬお 部屋が 拝借で きま すれば 非常に うれし 

いこと と 存じます。 つまらぬ 私に は 十分の 保護 もで 

きませんで、 あの方 を 苦しい 立場に 置きます ことの 

しばしば ある 悲しい 世で ございま すのに、 お助け 所 

と 考えられ ますの はまず あなた 様 だけで) ，- ざいます _ 

泣きながら 書かれた ものである この 手紙 を、 中の 君 

は 哀れと 思った が、 父宫 が、 あくまで 子と あそばさな 

かった 人 を、 父 や 姉の 異議の 聞きよう のない 世に なつ 

きょうだい 

て、 自分が 姉妹と してつき あう の も 気の とがめる こ 

とで あるが、 また 自分が かまわず においた 結果、 低い 



なって しまう ので あつたと 思い、 あれ 以来 軽蔑 はして 

いるので あつたが、 いっそう その 感を 深く する 常 陸の 

妻で あ つ た。 若君が 這い 出して 御簾の 端から のぞ い て 

いるのに 宫は お気づき になって、 またも どって おいで 

になった。 

「中宮 様の 御 気分が よろしい よう だったら 早く 退出し 

て 来よう。 まだお 苦しい ふうな 御 容体 だったら 今夜 は 

宿直しょう。 この 人が いて はー晚 でも ほかにい る 間 は 

気が かりで 苦しくて ならない」 

マ J う 女房 へ お 言 いに なりながら しばらく 若君 を お 慰 

めに な つ てから 出て お行きになる 宫の御 様子 は 見ても 



も ございません 方の こと さえ も 宇治の 弁の 尼から お 一一 一一 n 

わせに なりまして ございます。 私 はそんな だい それた 

ひと もと 

こと は 考え もいた しません が 『紫の 一 本 ゆ ゑに』 (むさ 

し 野の 草 は 皆 がら 哀れと ぞ思 ふ) と 申します ように、 

大 姫君の 妹 様と いう だけで お思いになる のかと おそれ 

おおい 申しよう です が、 哀れに 思われます ほどな 真心 

な 恋 をな す つたの でございますね」 

などと 常 陸 夫人 は 話した ついでに、 姫君 を 将来 どう 

はんもん 

取り扱つ て いい かと 煩悶して いると いう こと を 泣く 泣 

く 中の 君へ 訴えた。 細かに 言った ので はない が、 ニ条 

の院の 女房ら の 間にまで 噂 をされ るよう にな つてい 



さらなかった ために、 みじめな 方 はいつ そう みじめな 

あなど 

ものに なって、 人から もお 侮られに なると 悲しがつ 

ており ましたが、 あなた 様へ お近づき いたし ますの を 

お許しく ださいまして、 御 親切な 身の ふり 方まで 御 心 

配く だ さいます ことで、 昔の 宮様 のお 恨めし さも 慰め 

られ ます」 

その あとで 常 陸さん は あちらこちらと 伴われて 行つ 

おっと むつ うきしま けしき 

た 良人の 任 国の 話 をし、 陸 奥の 浮嶋の 身に しむ 景色な 

ども 聞かせた。 

「あの 『わが 身 一 つのう きから に』 (なべての 世 を も 恨 

みつる かな) という ふうに 悲しんで ばかりい ました 常 



ようぼう 

と 思って いた。 姫君 は 容貌と いい、 性質と いい 憎む こ 

力^ん 

とので きぬ 可憐な 人であった。 ひどく 恥ずかしが るふ 

き ち 

う も 見せず、 感じよ く 少女ら しく は あるが 機智の 影が 

見えな く はない。 夫人の 居室に 侍して いる 女房た ちに 

じよ-つず 

見られぬ ように、 上手に 顔の 隠れる ようにして すわつ 

あげまき 

ていた。 ものの 言いよう など も 総 角の 姫君に 怪しい ま 

ひとが た 

でよ く 似て いるので あった。 あの人 型が ほしいと 言つ 

た 人に 与えたい とその 人の ことが 中の 君の 心に 浮かん 

だちょう ど その 時に、 右 大将の 入来 を 人が 知らせに 来 

きちょう た 

た。 居室に いた 女房た ちはいつ ものよう に 几帳の 垂れ 

絹 を 引き直し などして 用意 をした。 姫君の 母 は、 



「では 私 も のぞかせて いただきましょう。 少しお 見 か 

けした だけの 人が、 たいへんに おほめして いました け 

れど、 こちらの 宮様 の お 姿と は 比較す ベ き では ご ざ い 

ま 1 ま レ 」 

と 言って いたが、 女房た ち は、 

「さあ、 どうでしょう。 どちらが おすぐれ になって い 

ら つ しゃる か 私たちに は きめられません わね」 

こんな こと を 言う。 中の 君が、 

「二人で 向かい合って いらっしゃ るの を 見た 時、 宫は 

わる 

うるおい のない 醜い お 顔の ように お見えにな つ た。 

別々 に 見れば 優劣 はない 方が たのよう に 見える の だけ 



なで ものにせん 

じょうだん 

これ を 例の 冗談 にして 言い紛ら わして しまった。 

「みそぎ 河 瀬々 にいだ さんな でもの を 身に 添 ふかげ 

とたれ か 頼まん 

『ひくてあまたに』 (大ぬ さの 引く手あまたに なりぬ 

れば思 へどえ こ そ 頼ま ざリ けれ ) とか 申す ような ， J と 

で、 出過ぎた ことです が 私 は 心配され ます」 

「『つ ひに よるせ』 (大ぬ さと 名に こそ 立てれ 流れても 



つ ひの 寄る 瀬 はありけ る もの を) は どこで あると 私が 

思 つ ている こと は あなたに だけ はお わかりになる はず 

です し、 その 話の ほうの ははかない 水の 泡と 争って 流 

なで もの 

れる撫 物で しかない のです から、 あなたのお 言葉の よ 

うにたい した 効果 を 私に もたらして くれ もしな い で 

しょう。 私 はどう すれば 空虚に な つ た 心が 満たされる 

のでしょう」 

こんな こと を 言いながら 薫が 長く 帰つ て 行こうと し 

な いのも うるさくて、 中の 君 は、 

「ちょ つ と 泊り がけで まい つ て いる 客 も 怪しく 思わな 

いかと 遠慮が されます から、 今夜 だけ は 早くお 帰りく 



え も そのたび ごとに ほめざる を 得な ぃ董 (であ つたので 

ある。 

「お経 をた くさん 読んだ 人に、 その 報いの 現われて く 

る ことの 書いて ある 中に、 芳香 を 身体に 持つ という こ 

と を 最高の ものに 仏様が 書いて おありになる の も 道理 

やくおう ぼん 

だと 思われ ますね。 薬 王 品な どに も 特に それが 書いて 

ごず せんだん 

あります ね。 牛 頭 栴檀の 香と かこわい ような 名 だけれ 

ど、 私たち は 大将 様に お近づき できる ことで 仏様のお 

うそ 

言葉に 噓 のない こと を わからせて いただきました。 御 

幼少の 時から 仏 勤め をよ く あそばし たからよ」 

「でも この 世 だけの 信仰の 結果と は 思われません ね。 



どんな 前生 を 持って いらっしゃった のか、 それが 知り 

たくなります わ」 

などと も 言って 口々 に ほめる の を、 常 陸 夫人 は 知ら 

ず 知らず 微笑して 聞いて いた。 中の 君 は そっと 薫に 託 

された 話 をした。 

「 一 度お 思いに なった こと は 執拗な ほどに もお 忘れに 

ならない、 まれな 頼もしい 性質で ね。 それ は 今 はま あ 

御 新婚 さ れた 時な どで、 めんどうが 多い 気 も あなた は 

する でしよう けれど、 あなたが 尼に させよう かな どと 

も 思って おいでになる のなら、 その 気で 試みて ごらん 

にな つ たら どう I 



「つらい 思い も 味わわせず、 人に 輕蔑 もさ せた く 思い 

ません 心から、 鶏の 声 も 聞こえ ませぬ ような 僧房 住ま 

い をお させす る 気になって いたので すが、 大将さん を 

しち 

はじめてお 見上げして、 ああした 方に はたと え 下 仕え 

に でも 御 奉公 できます こ と は 生きが いが ある ことと 思 

われまして ございます。 年の い つた 者で もそう 思う の 

ですから、 まして 若い 人 は あの方に 好感 を 持つ こと だ 

ろうと 思われます ものの、 相手が ご りっぱで あれば あ 

る だけ 卑下が されまして、 物思いの 種 を 心に 蒔かせる 

ことにな り はしないで しょうかと 苦労に 考えられます _ 

身分の 高低に かかわらず、 女と いう もの はねた ましが 



夜が 明ける と 車な ど を 持って来て、 常 陸 守の 帰り を 

促す 腹 だた しげな、 威嚇的な 言葉 を 使いが 伝えた ため、 

「もったいない ことです が、 万事 あなた 様 をお 頼みに 

思わせて いただきまして、 あの方 をお 手 もとへ 置いて 

まいります。 『いかなら ん巌の 中に 住まば か は』 (世 

のうき ことの 聞こえ こざらん) とば かり 苦しんで おり 

ます 間 だけ を 隠して あげてく ださい ませ。 哀れな 人と 

御覧く ださいまして、 教えられ ておりません こと をお 

教えく ださい ませ」 

などと、 昔の 中将の 君 は 夫人に 泣きながら 頼んで お 

いて 帰って 行こうと した。 姫君 は 母に 別れて いた こと 



宮は 夫人の 居間へ おはいり になって、 

「常 陸さん という 人が あなたの 所へ 通って いるので は 

ないか、 艷な 夜明けに 急いで 出て 行った 車 付きの 者が、 

なんだか わざとら しい こしらえ 物の ようだった」 

まだ 疑いながら お言いになる のであった。 人聞きの 

恥ずかしい 困った こと をお 言いに なると 思い、 

たゆう まう ば、， かっこう 

「大輔 などの 若い ころの 朋輩 は 何の はなやかな 恰好 も 

しさい 

していません のに、 仔細の ありそうに おっしゃ います 

のね。 人が どんなに 悪く 解釈す るか もしれ ないような 

ことに わざとして お話しな さいます。 『なき 名 は 立て 

で』 (ただに 忘れね)」 



ので あるが、 女 相手に お 話 を あそばす ことの 上手な 宫 

は、 いろいろと 姫君へ お言い かけに なって、 日 は 暮れ 

てし ま つ たが、 

「だれ だと 言って くれない 間 は あちらへ 行かない」 

と 仰せに なり、 なれなれしく そばへ 寄って 横にお な 

りに なった。 宮様で あつたと 気の ついた 乳母 は、 途方 

にくれ て ぼんやりと していた。 

と > つろ-つ 

「お 明 リは燈 籠に してく ださい。 今す ぐ 奥様が お居 間 

へお いでになります」 

と あちらで 女房の 言う 声が した。 そして 居間の 前以 

外の 格子 はばたば たと 下ろされ ていた。 この 室 は 別に 



うとし ない 人 を 恨めしが つ ていろ いろと 言つ ておいで 

になった。 うとまし いという ふう も 見せない ので ある 

が、 非常に 困って いて 死ぬ ほどに も 思って いる 様子が 

哀れで、 情味 を こめた 言 葉で 慰めて おいでになった。 

右近 は 北の 座敷の 始末 を 夫人に 告げ、 

「お気の毒で ございます。 どんなに 苦しく 思 つてい 

ら つ しゃる でしよう」 

と 一一 一一 n うと、 

「い つもの いやな 一 面 を 出して お見せになる の だね。 

あの人の お母さん も 軽佻な こと をな さる 方 だと 思う 

ようにな るだろう ね。 安心して いら つ しゃいと 问度も 



うこと であろうと、 せ つなく 苦しくて、 うつ 伏しに な つ 

て 泣いて いた。 見て いる 乳母 は 途方に 暮れて、 

「そんなに お悲しがりになる Y J と は ござ いません よ。 

お母様の ない 人 こそ みじめで 悲しい ものな のです よ。 

ほかから 見れば 父親の ない 人 は 哀れな ものに 思われ ま 

ままはは 

すが、 性質の 悪い 継母に 憎まれて いるより はずつ と あ 

なた など はお 楽な のです よ。 どうにか よろしい ように 

私が 計らいます からね、 そんなに 気 をめ いらせないで 

おいでなさい ませ。 どんな 時に も 初 瀬の 観音が ついて 

あなた を 守って おいでになります からね、 観音様 は あ 

ち. p、 

なた をお 憐 みになります よ。 お参りつ け あそばさな 



て 行く のであった。 人の する ままに 任せて、 他人が ど 

しゅ-つち 

んな 想像 をして いる だろうと 思う ことに 羞恥 は 覚える 

ので あるが、 柔らかな おおよう 過ぎた ほどの 性質の 人 

であった から、 乳母に 押し出されて 夫人の 居間の 中へ 

はいった。 額 髪な どの 汗と 涙で ひどく 濡れた の を 隠し 

たく 思い、 灯 の ほうから 顔 を そむけた 姫君 は、 夫人 を 

これ 以上の 美人 はな い と 常に ながめて い る 女房た ちが 

きじょ 

見て、 劣った ふう もな く、 貴女ら しく 美しい、 宫がこ 

の 方 をお 愛しになる ようにな つ たら 気まず いこと を 見 

る ことにな ろう、 これほどの 人で なくても、 新しい 人 

をお 喜びになる 宫の御 性質で あるから と、 夫人に 侍し 



ぼう 

んな こと を 考えて いくと、 しまいに は 頭も茫 としてく 

るので あった。 

ず ま い 

仮り 住居に いる 姫君 は 退屈して いた。 庭の 草 も 目 ざ 

わりになる ばかりで きたない し、 東国な まりの 男た ち 

ばかりが 出入りす る 人影で あつたし、 慰めになる 花 は 

なかった し、 落ち着かぬ 所に 晴れ晴れ しからず 暮らし 

ている 若い 姫君の 心に は、 宫の 夫人が 恋しく 思われ て 

ちんにゅう 

ならなかった。 闖入して おいでになった 宮の御 様子 

もさす がに 思い出されて、 内容 は こま， > J まとも わから 

なかった ものの 身に しむお 話しぶ りで いろいろと 自分 

へお 告げに なった ことがあった、 お帰りに なった あと 



で 周囲に 残って いたかん ばし いに おいがま だ 今 も 自分 

の 身に 残って いる 気がして、 恐ろしい 思い をした こと 

さえ 姫君 は 追想され た。 母の ほうから はしみ じみと 情 

のこ もった 手紙が 送って 来られた。 こんなに も 愛して 

くれる 母に 心配ば かり を かける 自身の 運命が 悲しくて 

姫君 は 泣いて しまった。 

馴れない あなたの 日 送り は どんなに つれづれ かと 思 

います。 しばらく しんぼう をして いらっしゃい。 

とも 書かれて あった、 返事に、 

退 S な ことな ど はなんでも ありません。 かえって 今 



しょうにん リ しょうほう べん 

た 上人 も 利 生 方便の ために は 京へ 出る では ありませ 

んか。 仏へ 立てた 誓い を 破った 人の 願いの かなうよう 

くどく 

にされ る こと も大 功徳じゃありません か」 

「でも 『人 わたす こ とだにな きを』 (何 を かもな がらの 

橋と 身の なりに けん) と 申します ような 老朽した 尼が、 

ある 事件に 策動した と いう 評判で も 立ちまして はね」 

と 言い、 弁が 躊躇して 行こうと しないの を、 

「ちょうど そんな 仮住み をして いるの は 都合が よいと 

いう ものです から、 そうして ください」 

例の 薫の ようで もな くしいて 言い、 

「明後日 あたりに 車 をよ こしましょう。 そして K 住居 



の 場所 を 車の 者へ 教えて おいてく ださい。 私が 訪ねて 

行く ことがあっても 無法な ことな どで きる もので はな 

いから 安心なさい」 

と 微笑し なが ら 言う の を 弁 は 聞いて いて、 迷惑な ザ J 

とが 引き起こされ るので はなかろう かと 思いながら も 

大将 は 浮薄な 性質の 人で はない ので あるから、 自分の 

ために も 慎重に 考えて いて くれる に違いない という 気 

になった。 

やしき 

「それで は 承知いた しました。 お 邸と は 近いので ご 

ざいます から、 そちらへ お 手紙 を 持たせて おつかわし 

ください ませ。 平生 行きません 所へ そのお 話 を 私が 



ひと リ ぎめ 

独断 で 来て する ように 思われ ますの も、 今 さら 

伊賀 刀 女 (そのころ 媒介 をし 歩いた 種類の 女) になり 

ましたよ うでき まりが 悪う ござ います」 

「手紙 を 書く こと はなんでも ありま せんがね、 人 はい 

うわさ 

ろい ろな 噂 をしたがる ものです からね、 右 大将 は 

ひたちの かみ 

常 陸 守の 娘に 恋をして いると いうよう な ことが 言われ 

けんのん だんな 

そうで 危険です よ。 その 常 陸の 旦那 は 荒武者なん だつ 

てね」 

と 薫が 言 つたので 弁 は 笑った が、 心で は 姫君が かわ 

いそうに 思われた。 

暗くな りかかった ので 大将 は 帰って 行く のであった。 



に 面会 させて ほしいと 言い、 宇治の 荘園の 預かりの 人 

の 名 を 告げさせ ると、 尼 君 は 妻戸の 口へ いざって 出た _ 

小雨が 降って いて 風 は 冷ややかに 室の 中へ 吹き 入る の 

と い つし よに かんばしい かおりが 通 つてき たこと に 

よって、 来訪者の 何者で あるかに 家の人 は 気づいた。 

だれも だれも 心と きめき はされ るので あるが、 何の 用 

意 もない 時で あるのに、 あわてて、 どんな 相談 を 客 は 

尼と して あ つたので あろうと 言い合った。 

「静かな 所で、 今日まで どんなに 私が 思い 続けて 来た 

かとい うこと もお 聞かせし たいと 思って 来ました」 

と 薫 は 姫君へ 取り次がせた。 どんな 言葉で 話に 答え 



ていけば よい かと 心配そう にして いる 姫君 を、 困った 

ものであると いうよう に 見て いた 乳母が、 

「わざわざ おいでになった 方 を、 庭に お 立た せした ま 

までお 帰しす る 法 は ございま せんよ。 本家の 奥様へ、 

こうこうで， > J ざいます とそ つ と 申し上げて みましょう- 

近いので すから」 

と 言った。 

「そんな ふうに 騒ぐ ことではありません よ。 若い 方 ど 

うしが お 話 をな さる だけの ことで、 そんなに ものが 進 

むこと です か。 怪しい ほどに もお あせりに ならない 落 

ち 着いた 方です もの、 人の 同意の ない ままで 恋 を 成立 



させようと は 決してなさい ますまい」 

あめ あ ノ 

こう 言って とめた の は 弁の 尼であった。 雨脚が やや 

はげしくな リ、 空 は 暗く ばかりな つてい く。 宿直の 侍 

が 怪しい 語音で 家の外 を 見 まわりに 歩き、 

「建物の 東南の くずれて いる 所が あぶない、 お 客の 車 

を 中へ 入れて しまう ものなら 入れさせて 門 を しめてし 

まって くれ、 こうした 人の 供の 人間に 油断が できない 

の だよ」 

などと 言い合つ ている 声の 聞こえて くるよう な こと 

も 薫に と つ て 気味の 悪い はじめての 経験で あつ た。 

「さの の わたりに 家 も あらな くに」 (わりな くも 降りく 



さき いなか 

る 雨 か 三輪が 崎) などと 口ずさみながら、 田舎め いた 

縁の 端に いるので あった。 

あづま や 

さしと むる む ぐら やしげ き 東屋の あまり ほど ふる 

雨 そそぎ かな 

と 言い、 雨 を 払うた めに 振った 袖の 追い風の かんば 

しさに は、 東国の 荒武者 ども も 驚いた に違いない。 

室内へ 案内す る こと を いろいろに 言つ て 望まれた 家 

の 人 は、 断わりよう がなくて 南の 縁に 付いた 座敷へ 席 

かおる 

を 作って 薫 は 招 じられ た。 姫君 は 話す ために 出る こ 



して 音楽な ど は」 

さ ち 

姫君 はこう 答えた。 機智 も ありそうに は 見えた。 こ 

の 山荘に 置いて、 思いのままに 来て 逢う ことので きな 

いの を 今す で に 薫 は 苦痛と 覚え るの は 深く 愛を感 じ て 

いるから なのであろう。 楽器 は 向こうへ 押し やって、 

そわう だいじゃ うのよ るの きんせい 

「楚王 台 上 夜 琴 声」 と 薫が 歌い 出した の を、 姫君の 上 

に 描いて いた 美しい 夢が 現実の ことにな つたよう に 侍 

従 は 聞いて 思って いた。 その 詩 は 前の 句に 

はんに よけいち ゆうしう せん のい ろ 

「斑 女閨 中秋 扇 色」 という 女の 悲しい 故事の 言われ 

て ある こと も 知らない 無学 さからで あ つたので あろう- 

悪い もの を 口にした と 薫 は あとで 思った。 
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